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インターバンクの声 （2014 年 12 月 8 日） 
 

２６万人以上の数字でもかなり堅調な結果だと予想されていた金曜日の１１

月米雇用統計での非農業部門就業者数は、２０１２年１月以来の高水準とな

る３２万人以上もの増加となった。ニューヨーク時間中のドル円は、雇用統

計発表前の小反落したレベルから見れば実に１円５０銭以上も円安が進んだ

ことになる。雇用統計の内訳は、民間部門雇用者数の増加が目立ち、しかも

増加数が特定の業種に偏ることがなく、まさに米連邦準備制度理事会（FRB）

が特に注目していた業種全般に拡がる雇用部門の力強さが確認された。この

結果は、依然として雇用の改善には懐疑的だとしている市場委員会メンバー

にも影響を与えることになりそうだ。また、市場では円安が一段と進行する

との見方が一般的になって来ているが、米製造業受注の数字が弱めだったよ

うに、今週発表される指標が連続して悪化するような事態にならない限り、

次のドル円目標レベルは１２４円前半になってきそうだ。 
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